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快適かつ安全なネットワークで
デジタル変革を支援

Specialist-培ってきた知見とノウハウ
情報のデジタル化が進む中で、ネットワークは水、ガス、電気に次ぐ第４のインフラです。
アライドテレシスは、ネットワークを主軸に35年以上に渡ってお客様に寄り添い、
ハード・ソフトの研究開発へと取り組んできました。それらの実績を基に、時代のニーズ
に合わせたさまざまなビジネスの課題を解決へと導くITやセキュリティ、コンサルティン
グサービスの提供へと事業を拡大しています。
お客様の課題を解決するネットワークスペシャリスト集団として、デジタル化に向けた
社会を推進します。

Innovative-革新的な技術
ビジネスやライフスタイルにおいて、ネットワークはより一層規模を拡大すると共に、
高い品質と運用性が求められます。
アライドテレシスは、常にユーザーや組織、ITインフラ全体を包括的に考え、革新的な
技術を基にソリューション、サービスの開発へと取り組んでいます。これらの技術は、
あらゆる業種や分野において活用され、デジタル化への推進と共に、快適かつ安全な
社会の創出に貢献しています。
ITインフラの高い品質と運用性により、お客様のデジタル化を支援します。

Resilient-柔軟な対応力
今やネットワークの存在なくして社会活動は難しいといっても過言ではありません。
予期せぬシステムの停止は、ビジネスや社会に大きな影響を与えます。
アライドテレシスは、レジリエンシー (Resiliency)という思想に基づいた、シンプル
且つ短時間での復旧を可能にするテクノロジーやソリューションを提供しているほか、
万一の場合に備えたサポート・サービスを提供しています。
柔軟な対応力で、快適かつ安全なネットワークを提供します。

アライドテレシスは、ネットワーク黎明期の1987年にネットワーク専業の
メーカーとして日本で誕生しました。
常に最先端テクノロジーの研究開発に取り組むと共に「培ってきた知見」
「革新的な技術」「柔軟な対応力」をもって、お客様の課題を解決へと導きます。

3つのビジョン
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Switzerland
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販売

製造

ロジスティクス

サービス

持株会社
※米国、香港は中間持株会社

開発

グローバル連携による研究開発
日本がマネージメント

自社工場による品質管理
ものづくりへのこだわり

フラグシップモデルのコア・スイッチ
「AT-SBx908 GEN2 」などの製品が
Open Networking Foundation 
(ONF)のOpenFlowV1.3準拠製品とし
て認証を取得、OpenFlow対応製品
として認定・登録。

NATO（北大西洋条約機構）の公式サプ
ライヤーとして、NATO加盟国における
関連施設の様々な環境で当社製品が採
用、稼働。

AT-AR4050Sファイアウォールがネットワー
ク・セキュリティ機器の代表的な独立検査
機関であるICSAラボの認定試験に合格。
業界認定の厳しいセキュリティ要件を満た
していることを証明。

スイッチ製品「xシリーズ」が、米国国防総
省（DoD）の相互運用接続試験(JITC)に
合格。米国国防総省の防衛スイッチネッ
トワークに接続可能な製品として認可。

情報技術セキュリティの観点から製品およ
びシステムが適切に設計され、正しく実装
されていることを評価するための国際標
準規格であるコモンクライテリア認証をx
シリーズコア・スイッチ製品が取得。

米国国防総省（DoD）の
相互運用接続試験（JITC）に合格

NATO Official Supplier
として活動

コモンクライテリア認証

ICSAラボ認定

当社製品がOpenFlow®対応の
製品として準拠、認定

中国・東莞

シンガポール

米・カリフォルニア シリコンバレー

ニュージーランド

米・ノースカロライナ

米・ワシントン

イスラエル

ソフトウェアで定義可能なシステム評価環
境(SDL) “Tokalabs”を提供開始。米国空軍
研究所などの団体からも認められ、当ソ
リューションがラボ設備として導入。

Network Computing Awards2020
Network Products Guide 2020
IT World Awards®
2020 Cybersecurity Excellence 
Awards  他

AMF-SECurityが、RSA カンファレンス
2020のInfoSec Awards において2部門、
2021 Fortress Cyber Security Awards
において1部門受賞。

2015年、ホワイトハウスで開催されたス
マートシティ・フォーラムにて、米国連邦政
府より支援プロジェクトとして採択。当社含
むパートナーシップメンバーが表彰。

ホワイトハウス開催
スマートシティ・
フォーラム
において表彰

北海道支社 東北支社 関東信越支社 神奈川支社 東海支社北陸支社 関西支社

中国支社 四国支社 九州支社

AMF-SECurityが世界的に栄誉ある
賞を連続して受賞 受賞歴/AWARDS

Tokalabsホワイトハウスより表彰

京橋イノベーションセンター本社　東京
撮影：フォワードストローク
東海イノベーションセンター 関西イノベーションセンター

アライドテレシスは、創業時から研究開発に力を入れてきました。最新技術の調査
研究とマーケットのニーズを基に、「お客様にとって本当に必要な機能」にフォーカ
スして開発し、「必要なタイミング」でソリューションを提供しています。

最先端のソリューション、ハードウェア、
ソフトウェアの研究開発を推進

シンガポール、中国の自社工場
を中心に、日本人エキスパート
の指導による高度な生産技術と
品質管理を通じて「日本品質」
の製品をご提供し、市場におい
て高いコスト競争力を確保し続
けています。

高度な生産技術と
コスト競争力

世界が認めるアライドテレシスの技術力

日本が本社
日本発、世界最適地戦略

■ 本社
■ 支社
■ 営業所

東海支社

関西支社
四国支社 岐阜営業所

三重営業所

静岡営業所

豊田営業所

松山営業所

鹿児島営業所
宮崎営業所

熊本営業所

秋田営業所

北海道支社

盛岡営業所

福島営業所

東北支社

関東信越支社

群馬営業所

茨城営業所

栃木営業所

千葉営業所

池袋営業所

京橋イノベーションセンター

東海イノベーションセンター

関西イノベーションセンター

神奈川支社

立川営業所

北陸支社

中国支社

新潟営業所
長野営業所

富山営業所

福井営業所
京都支社

神戸営業所

松江営業所
岡山営業所

北九州営業所

沖縄営業所

本 社九州支社

長崎営業所

大分営業所

アライドテレシスは、日本のネットワークの歴史と
ともに成長した国内唯一のネットワーク機器専業
メーカーです。
営業・サポート拠点を全国に拡大し、地域密着型の
企業として、提案、サポート活動を一層強化して
まいります。
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ITインフラにおけるお悩み、課題を
ワンストップでサポートするサービスを提供。
導入前から導入後のアフターサポートまで、
安心してお任せいただけます。

「診断・調査」と「対策・強化」で進めるセキュリティソリューションを提供。
サイバー攻撃から守ることはもちろん、万が一攻撃された際の対策や
社員教育なども可能です。

ITインフラの構築に必要となる製品や、
DXの推進・IoTの普及に伴い増大する
管理者の負担を減らすソリューションを提供。
快適なネットワーク環境を実現します。

■脆弱性診断サービス
■ランサムウェア対策ソリューション
■感染端末検出・制御
■セキュリティトレーニング講座

■ネットワーク機器
　・スイッチ
　・無線LANアクセスポイント
　・ルーター／UTM
　・メディアコンバーター
■オペレーティングシステム
■ネットワーク統合管理
■ネットワーク運用監視ツール

■導入支援 ■運用支援
■業務代行 ■製品保守
■人材育成

IT Infrastructure 事業

IT Service Consulting 事業

Cyber Security 事業

ネットワーク技術者を目指す方への有償トレー
ニングサービスを提供しています。そして、新
たに様々なサイバーセキュリティ攻撃手法の特
徴および環境に合わせたセキュリティ講座
コースからインシデント対応教育・訓練コース
も提供を開始しました。

■ネットワーク・
　 セキュリティ研修
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Cyber Security 事業

ネットワーク技術者を目指す方への有償トレー
ニングサービスを提供しています。そして、新
たに様々なサイバーセキュリティ攻撃手法の特
徴および環境に合わせたセキュリティ講座
コースからインシデント対応教育・訓練コース
も提供を開始しました。

■ネットワーク・
　 セキュリティ研修
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クラウド・バイ・デフォルト原則など自
治体様における新たな動向にあわせ、
柔軟かつ強靱なセキュリティ対策と、
業務効率の向上に有効なソリューショ
ンをご提供しています。

官公庁

命を守る医療機関に向け、セキュリティ
対策を含めた「安全安心」なネットワー
クをご提供しています。また、医療機
器メーカーと共働し、より働きやすい
医療現場の実現を目指します。

医 療

平等な教育機会の実現や、学術研究を支
える相互接続性など、児童生徒・学生だ
けでなく教育機関全体におけるICT環境
の整備をトータルにご支援しています。

教 育

AGVやロボットを活用した製造現場
のIoT・スマート化を支える、セキュリ
ティ対策や安定稼働するネットワーク
をご提案しています。

製 造

交通機関やライフラインといった公共
事業に求められる安定稼働や高い信頼
性・堅牢性を実現するネットワーク機
器・ソリューションをご提供しています。

交通・公共事業

ワークスタイル変革など社会環境の変化
に速やかな適応が必要なビジネスシーン
に向け、ネットワーク機器をはじめ、ネッ
トワークコンサルティング、構築・運用サ
ポートなどを取り揃え、多種多様なニー
ズにお応えします。

企 業
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グループ全体で豊かな社会を
次の世代に残すことができる企業活動を

会 社 概 要
会社名 アライドテレシスホールディングス株式会社
 （Allied Telesis Holdings K.K.）
設立年月日 1987年3月9日 
本社所在地  〒141-0031　東京都品川区西五反田7-21-11 第2TOCビル
 TEL 03-5437-6000 (大代表) 
資本金 100億19百万円 (2022年12月31日現在) 
従業員数 (連結) 1,792名 (2022年12月31日現在)
事業内容 アライドテレシスグループ全体の事業戦略策定や経営管理
役員  
代表取締役会長兼社長 サチエ オオシマ（米国スタンフォード大学医学部 特任准教授）
取締役COO 小原 淳
取締役 アッシュ パドワル
社外取締役 (監査等委員) 井上 隆司
社外取締役 (監査等委員) 石本 和昭
社外取締役 (監査等委員) 新井 章治

会社名 アライドテレシス株式会社
 （Allied Telesis K.K.） 
設立年月日 2004年7月1日 
本社所在地 〒141-0031　東京都品川区西五反田7-21-11 第2TOCビル　
資本金   19億87百万円 (2022年12月31日現在) 
従業員数   857名 (2022年12月31日現在)
事業内容　 ITソリューション、ネットワーク機器の企画、販売、施工、保守、 
 運用サービス事業
役員  
代表取締役社長 サチエ オオシマ
取締役上級副社長COO 木村 進一
代表取締役副社長 長尾 利彦
取締役専務 佐藤 朝紀
取締役  大嶋 隆男
取締役  山川 秀樹
取締役  永野 忍
取締役 山住 英孝
取締役 福川原 朋広
社外監査役 井上 隆司

■Allied Telesis Capital Corp.
グローバル・ネットワーク・サービスプロバイダーとして、在日米軍基地の居住者をはじめ、
欧米における企業、家庭、学校および自治体にコミュニケーション・ソリューションを提供し
ています。

グループ 主 要 企 業

その他グループ 企業

沿 革
1987年 3月 日本においてシステム・プラス株式会社が設立され、
  LAN製品の開発、販売を開始
 9月 アライドテレシス株式会社に社名変更
 10月 アメリカに現 Allied Telesis Inc. を設立
1991年  2月 シンガポールに現 Allied Telesis International（Asia） Pte
  Ltd. を設立
1995年 3月 オランダにAllied Telesis International B.V. を設立
1995年 6月 オーストラリアに現 Allied Telesis International（Australia）
  Pty. Ltd. を設立
2000年 7月 東京証券取引所市場第二部に上場（証券コード：6835）
  （現：東京証券取引所 スタンダード市場）
2001年 6月 環境マネジメントシステム（EMS）の国際規格｢ISO14000
  （環境ISO）｣認証を製造子会社であるAllied Telesis
  International （Asia）Pte.,Ltd.において取得
2004年 7月 持株会社制移行に伴いアライドテレシス株式会社を
  アライドテレシスホールディングス株式会社に社名変更
  新会社、アライドテレシス株式会社、
  株式会社アライドテレシス開発センターを設立
 7月 ルーター、L3スイッチ製品が「IPv6 Ready Logo」を取得
2006年 4月 IBM社と同社国際調達ベンダーとして契約
 5月 RoHS指令対応製品の販売を開始
2007年 1月 アメリカ空軍 横田基地にてIPトリプルプレイ・サービスの
  提供を開始
 11月 スイッチ製品「xシリーズ」（独自開発OS AlliedWare Plus搭載）の
  販売を開始
2008年 2月 日本国内各社で情報セキュリティマネジメントシステム認証
  「ISO/IEC 27001：2005」を取得
 3月 日本国内各社で環境マネジメントシステム（EMS）認証
  「ISO 14001（環境ISO）」を取得
2009年 1月 アメリカ空軍がフライト・シミュレータ用ネットワークに
  アライドテレシスソリューションを導入
2011年 1月 IBM社と次世代ソリューションを対象とした世界的な
  サポート/メンテナンス契約を締結
 4月 アライドテレシスグループ、東日本大震災マッチング募金を実施
 12月 アライドテレシスグループ、タイ洪水で被災された日系企業の復興 
  を支援
2012年 3月 京都府京都市に京都研究所を開設
 9月 アメリカ航空宇宙工業会（Aerospace Industries Association 
  （AIA））に入会
2013年 2月 ユーザーネットワークを最適化するネットワークの仮想化思想
  u-VCF (unified-Virtual Core Fabric)を発表
 5月 アライドテレシスキャピタルコーポレーション、
  米空軍嘉手納基地における高速インターネット・サービスの
  販売を開始
 10月 プライベートクラウド導入を加速させる新ソリューション
  ｢EtherGRID｣を発表
2014年 6月 Interop Tokyo 2014にてSDNソリューションを発表
 11月 AMFがiCMG Architecture Award 2014を受賞
 12月 新SDNソリューション「Secure Enterprise SDN
  Solution(AMF-SEC)」を発表

2015年 1月 イスラエルにAllied Telesis Wireless Ltd.を設立
 1月 アライドテレシスグループが米国Smart Cities Councilに入会
 1月 株式会社アライドテレシス開発センターが
  株式会社アライドテレシス総合研究所に社名変更
 4月 脅威を検出し、可視化する統合監視ソリューション
  「Envigilant」を発表
 9月 AMF-SECがiCMG Architecture Award 2015を受賞
2016年 8月 京都大学との共同研究開発による自律型無線LANソリューション
  AWC（Autonomous Wave Control）を発表
 11月 「xシリーズ」米国国防総省（DoD）の相互運用
  接続試験（JITC）に合格、認定製品リスト（APL）に登録完了
 11月 インドネシアにP.T. Allied Telesis Indonesia設立
2017年 4月 アライドテレシスの産業用スイッチが、Network Computing
  Awards 2017ハードウェア部門で最優秀賞を受賞
 7月 ベトナムにAllied Telesis Vietnam Co., Ltd.を設立
 10月 アライドテレシス、ドイツで開催された「マルチアクセス・エッジ・
  コンピューティング (MEC) コングレス」で最優秀賞を受賞
2018年 3月 サイバーセキュリティ教育研修事業、ぺネトレーションテストラボ
  によるサイバーセキュリティ研究開発を開始
 4月 「AWC Channel Blanket」を発表、世界初のハイブリッド無線
  LANシステムを実現
 5月 アドバンスト・レイヤー3・ユニファイドマネージメント・スタッカブル
  スイッチ「x930 シリーズ」が、CC認証（コモンクライテリア認証）を取得
 8月 AT-AR4050S ファイアウォールがICSAラボの安全性認定を取得
2019年 3月 アライドテレシスホールディングス株式会社が監査役会設置会社
  から監査等委員会設置会社へと移行
 11月 京橋イノベーションセンターを開設
2020年 2月 AMF-SECがRSA Conference 2020で情報セキュリティアワード
  を2部門で受賞
 3月 AMF-SECがThe 16th Annual 2020 Global Excellence Awards
  でGold賞、2020 Cybersecurity Excellence AwardsでBronze
  賞を受賞
 8月 米国空軍研究所にも認定を受けた、仮想化試験・評価環境
  「Tokalabs “Software Defined Labs (SDL)”」の国内での取り組み
  の強化と推進を発表
 10月 AT-Vista Manager EXとx950シリーズがNetwork Computing
  Awards 2020において賞を受賞
2021年 6月 AMF-SECが2021年 Fortress Cyber Security Awardsのネットワーク・
  セキュリティ部門で受賞
 11月 「xシリーズ」新たに3機種が米国国防総省(DoD)の相互運用
  接続試験（JITC）に合格、認定製品リスト（APL）に登録完了
2022年 3月 関西イノベーションセンターを開設
 6月 東海イノベーションセンターを開設
 9月 日経BPガバメントテクノロジー 2022年秋号　自治体ITシステム
  満足度調査 2022-2023 ネットワーク機器部門 1位を取得
 11月 統合されたセキュアなWANサービス「Allied SecureWAN」を発表
2023年 2月 ITインフラの運用管理とビジネスの成長を支援するデータ集積を、
  ネットワークとAI・MLを連携して実現する「AMF Plus」を発表

アライドテレシスの取り組み

情報セキュリティマネジメント/環境マネジメント
アライドテレシスは、 以下の登録範囲を対象に情報セキュリティマネジ
メントシステム（ISMS）の国際規格｢ISO 27001｣認証、および環境
マネジメントシステム（EMS）の国際規格｢ISO 14001｣認証を取得し
ています。
1. ネットワーク製品の企画、開発、製造、販売、保守/修理サービス 
2. 再販製品の企画、販売、保守/修理サービス
3. コンサルテーション、システム構築事業
4. IT全般に関わるソリューション事業

■認証登録範囲　ISO 27001およびISO 14001
本社、 京橋イノベーションセンター、 横浜カスタマーセンター、
藤沢事業所

品質マネジメントシステム（QMS）
アライドテレシスは、以下のサービスにおいて、品質マネジメントシステム
の国際規格「ISO 9001:2015」を認証取得しています。

導入構築、運用支援・監視から情報セキュリティ管理のコンサルティング
サービスまでを提供するOne Stop ITサービス。

■認証登録範囲　ISO 9001
サポート＆サービス事業本部（本社、横浜カスタマーセンター）内の
“One Stop ITサービス”を主な業務としている技術部門で、実際に
構築や支援作業を行う組織

RoHS指令対応
アライドテレシスでは、欧州で実施されているRoHS指令（電気電子製品全般につ
いて6物質の使用を制限）を遵守している製品には対応マークを表示しています。

省エネ製品の開発・ご提供
アライドテレシスでは、CO2の排出量を削減する「環境配慮型製品」の開発
に取り組んでおり、省エネ法で定められた目標基準値を満たしている製品に
は対応マークを表示しています。

米国・物流セキュリティ規制に参画
アライドテレシスは、米国関税局が提唱する税関産業界提携プログラム
「C-TPAT（Customs-Trade Partnership Against Terrorism）」に参加
し、セキュリティ措置について最も高い認定であるTier3を取得しています。

医療保険の相互運用性と説明責任に関する法律（HIPAA）に準拠
アライドテレシスは米国で発行された医療情報の電子化の推進などのプラ
イバシー保護やセキュリティ確保に関する法律｢HIPAA(Health Insurance 
Portability and Accountability Act)」に準拠し、医療系ASP事業者に向
け高品質なバックボーンネットワークを提供しています。

紛争鉱物 （Conflict Minerals） 問題への取り組み
アライドテレシスは、調達活動における社会的責任を果たすため、お取引先
様と連携し、サプライチェーンの透明性を確保するとともに紛争鉱物の不使
用に向けた取り組みを推進してまいります。

HIPAA

紛争鉱物

■アライドテレシスホールディングス株式会社
ネットワーク機器/ソリューションの企画・開発から製造・販売を行う企業グループを世
界各国で展開しています。これらグループ会社の戦略決定および管理・統括機能に特
化した純粋持株会社です。

■アライドテレシスキャピタルジャパン株式会社
ネットワーク機器、周辺機器、その他情報機器などを中心としたリースおよびファイナ
ンスサービスを提供しています。
■株式会社アライドテレシス総合研究所
ITコンサルティングやITサービスの提供、ネットワーク機器・コンピューターソフトウェアの開発、
労働者派遣事業などを通して総合的なITソリューションおよびサービスを提供しています。

■アライドテレシス株式会社
日本国内におけるネットワーク機器/ソリューションの企画・販売、サポート・サービスの提供を
行っています。国内トップクラスのシェアを誇るスイッチ製品群のほか、ルーター・無線LAN製品
などを、国内全域に広がる販売網を通じて、あらゆる業種のお客様にお届けしています。

■Allied Telesis Inc.
最先端のテクノロジーが集結するシリコンバレーから、カナダ、アラスカを含む北米、中南米
およびヨーロッパ全域における当社グループの営業・サービス拠点の管理・統括を行ってい
ます。

IT に関わる人達を支える
経済基盤を整え、持続可能な経済成長には、強
靭なネットワークインフラが重要です。アライ
ドテレシスでは、ネットワークの導入から管理・
運用までワンストップで解決するサービスを展
開しており、業務の効率化によるワークライフ
バランスを実現可能としています。人間らしい
生活を送ることが当たり前の社会を、常に最新
の技術で支え続けます。

社会の変化を IT で支える
世界中の人びとが健康で生き生きと過ごせ、地
域差のない学びの環境が整うまちづくりに向
け、アライドテレシスは様々なソリューション
やサービスを用意しています。安心してずっと
住み続けることが可能な街に向け、病院、学校、
自治体などあらゆる市場において情報インフラ
強化を支援し、IT 技術を活用して社会の持続的
発展につなげる挑戦を行っています。

次世代と未来に繋げる
製品の開発・製造において、有害化学物質や
CO2の放出による、人の健康や環境への悪影
響を最小化し、環境に配慮した取り組みを実施
しています。次の世代、またその次の世代がよ
り良い地球環境で過ごせるよう、豊かな自然を
残すために、グリーン調達活動や省エネ法の達
成製品、eco friendly （エコ・フレンドリー製
品）など、環境保全活動にも力を入れています。
採用・人材育成方針としては、男女差のない採
用・人材育成により従業員のジェンダー平等を
達成し、誰もが働きやすい環境づくりで持続可
能な事業形態に向けて取り組んでいます。

アライドテレシスグループが「今」できること
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事業内容　 ITソリューション、ネットワーク機器の企画、販売、施工、保守、 
 運用サービス事業
役員  
代表取締役社長 サチエ オオシマ
取締役上級副社長COO 木村 進一
代表取締役副社長 長尾 利彦
取締役専務 佐藤 朝紀
取締役  大嶋 隆男
取締役  山川 秀樹
取締役  永野 忍
取締役 山住 英孝
取締役 福川原 朋広
社外監査役 井上 隆司

■Allied Telesis Capital Corp.
グローバル・ネットワーク・サービスプロバイダーとして、在日米軍基地の居住者をはじめ、
欧米における企業、家庭、学校および自治体にコミュニケーション・ソリューションを提供し
ています。

グループ 主要企業

その他グループ 企 業

沿革
1987年 3月 日本においてシステム・プラス株式会社が設立され、
  LAN製品の開発、販売を開始
 9月 アライドテレシス株式会社に社名変更
 10月 アメリカに現 Allied Telesis Inc. を設立
1991年  2月 シンガポールに現 Allied Telesis International（Asia） Pte
  Ltd. を設立
1995年 3月 オランダにAllied Telesis International B.V. を設立
1995年 6月 オーストラリアに現 Allied Telesis International（Australia）
  Pty. Ltd. を設立
2000年 7月 東京証券取引所市場第二部に上場（証券コード：6835）
  （現：東京証券取引所 スタンダード市場）
2001年 6月 環境マネジメントシステム（EMS）の国際規格｢ISO14000
  （環境ISO）｣認証を製造子会社であるAllied Telesis
  International （Asia）Pte.,Ltd.において取得
2004年 7月 持株会社制移行に伴いアライドテレシス株式会社を
  アライドテレシスホールディングス株式会社に社名変更
  新会社、アライドテレシス株式会社、
  株式会社アライドテレシス開発センターを設立
 7月 ルーター、L3スイッチ製品が「IPv6 Ready Logo」を取得
2006年 4月 IBM社と同社国際調達ベンダーとして契約
 5月 RoHS指令対応製品の販売を開始
2007年 1月 アメリカ空軍 横田基地にてIPトリプルプレイ・サービスの
  提供を開始
 11月 スイッチ製品「xシリーズ」（独自開発OS AlliedWare Plus搭載）の
  販売を開始
2008年 2月 日本国内各社で情報セキュリティマネジメントシステム認証
  「ISO/IEC 27001：2005」を取得
 3月 日本国内各社で環境マネジメントシステム（EMS）認証
  「ISO 14001（環境ISO）」を取得
2009年 1月 アメリカ空軍がフライト・シミュレータ用ネットワークに
  アライドテレシスソリューションを導入
2011年 1月 IBM社と次世代ソリューションを対象とした世界的な
  サポート/メンテナンス契約を締結
 4月 アライドテレシスグループ、東日本大震災マッチング募金を実施
 12月 アライドテレシスグループ、タイ洪水で被災された日系企業の復興 
  を支援
2012年 3月 京都府京都市に京都研究所を開設
 9月 アメリカ航空宇宙工業会（Aerospace Industries Association 
  （AIA））に入会
2013年 2月 ユーザーネットワークを最適化するネットワークの仮想化思想
  u-VCF (unified-Virtual Core Fabric)を発表
 5月 アライドテレシスキャピタルコーポレーション、
  米空軍嘉手納基地における高速インターネット・サービスの
  販売を開始
 10月 プライベートクラウド導入を加速させる新ソリューション
  ｢EtherGRID｣を発表
2014年 6月 Interop Tokyo 2014にてSDNソリューションを発表
 11月 AMFがiCMG Architecture Award 2014を受賞
 12月 新SDNソリューション「Secure Enterprise SDN
  Solution(AMF-SEC)」を発表

2015年 1月 イスラエルにAllied Telesis Wireless Ltd.を設立
 1月 アライドテレシスグループが米国Smart Cities Councilに入会
 1月 株式会社アライドテレシス開発センターが
  株式会社アライドテレシス総合研究所に社名変更
 4月 脅威を検出し、可視化する統合監視ソリューション
  「Envigilant」を発表
 9月 AMF-SECがiCMG Architecture Award 2015を受賞
2016年 8月 京都大学との共同研究開発による自律型無線LANソリューション
  AWC（Autonomous Wave Control）を発表
 11月 「xシリーズ」米国国防総省（DoD）の相互運用
  接続試験（JITC）に合格、認定製品リスト（APL）に登録完了
 11月 インドネシアにP.T. Allied Telesis Indonesia設立
2017年 4月 アライドテレシスの産業用スイッチが、Network Computing
  Awards 2017ハードウェア部門で最優秀賞を受賞
 7月 ベトナムにAllied Telesis Vietnam Co., Ltd.を設立
 10月 アライドテレシス、ドイツで開催された「マルチアクセス・エッジ・
  コンピューティング (MEC) コングレス」で最優秀賞を受賞
2018年 3月 サイバーセキュリティ教育研修事業、ぺネトレーションテストラボ
  によるサイバーセキュリティ研究開発を開始
 4月 「AWC Channel Blanket」を発表、世界初のハイブリッド無線
  LANシステムを実現
 5月 アドバンスト・レイヤー3・ユニファイドマネージメント・スタッカブル
  スイッチ「x930 シリーズ」が、CC認証（コモンクライテリア認証）を取得
 8月 AT-AR4050S ファイアウォールがICSAラボの安全性認定を取得
2019年 3月 アライドテレシスホールディングス株式会社が監査役会設置会社
  から監査等委員会設置会社へと移行
 11月 京橋イノベーションセンターを開設
2020年 2月 AMF-SECがRSA Conference 2020で情報セキュリティアワード
  を2部門で受賞
 3月 AMF-SECがThe 16th Annual 2020 Global Excellence Awards
  でGold賞、2020 Cybersecurity Excellence AwardsでBronze
  賞を受賞
 8月 米国空軍研究所にも認定を受けた、仮想化試験・評価環境
  「Tokalabs “Software Defined Labs (SDL)”」の国内での取り組み
  の強化と推進を発表
 10月 AT-Vista Manager EXとx950シリーズがNetwork Computing
  Awards 2020において賞を受賞
2021年 6月 AMF-SECが2021年 Fortress Cyber Security Awardsのネットワーク・
  セキュリティ部門で受賞
 11月 「xシリーズ」新たに3機種が米国国防総省(DoD)の相互運用
  接続試験（JITC）に合格、認定製品リスト（APL）に登録完了
2022年 3月 関西イノベーションセンターを開設
 6月 東海イノベーションセンターを開設
 9月 日経BPガバメントテクノロジー 2022年秋号　自治体ITシステム
  満足度調査 2022-2023 ネットワーク機器部門 1位を取得
 11月 統合されたセキュアなWANサービス「Allied SecureWAN」を発表
2023年 2月 ITインフラの運用管理とビジネスの成長を支援するデータ集積を、
  ネットワークとAI・MLを連携して実現する「AMF Plus」を発表

アライドテレシスの取り組み

情報セキュリティマネジメント/環境マネジメント
アライドテレシスは、 以下の登録範囲を対象に情報セキュリティマネジ
メントシステム（ISMS）の国際規格｢ISO 27001｣認証、および環境
マネジメントシステム（EMS）の国際規格｢ISO 14001｣認証を取得し
ています。
1. ネットワーク製品の企画、開発、製造、販売、保守/修理サービス 
2. 再販製品の企画、販売、保守/修理サービス
3. コンサルテーション、システム構築事業
4. IT全般に関わるソリューション事業

■認証登録範囲　ISO 27001およびISO 14001
本社、 京橋イノベーションセンター、 横浜カスタマーセンター、
藤沢事業所

品質マネジメントシステム（QMS）
アライドテレシスは、以下のサービスにおいて、品質マネジメントシステム
の国際規格「ISO 9001:2015」を認証取得しています。

導入構築、運用支援・監視から情報セキュリティ管理のコンサルティング
サービスまでを提供するOne Stop ITサービス。

■認証登録範囲　ISO 9001
サポート＆サービス事業本部（本社、横浜カスタマーセンター）内の
“One Stop ITサービス”を主な業務としている技術部門で、実際に
構築や支援作業を行う組織

RoHS指令対応
アライドテレシスでは、欧州で実施されているRoHS指令（電気電子製品全般につ
いて6物質の使用を制限）を遵守している製品には対応マークを表示しています。

省エネ製品の開発・ご提供
アライドテレシスでは、CO2の排出量を削減する「環境配慮型製品」の開発
に取り組んでおり、省エネ法で定められた目標基準値を満たしている製品に
は対応マークを表示しています。

米国・物流セキュリティ規制に参画
アライドテレシスは、米国関税局が提唱する税関産業界提携プログラム
「C-TPAT（Customs-Trade Partnership Against Terrorism）」に参加
し、セキュリティ措置について最も高い認定であるTier3を取得しています。

医療保険の相互運用性と説明責任に関する法律（HIPAA）に準拠
アライドテレシスは米国で発行された医療情報の電子化の推進などのプラ
イバシー保護やセキュリティ確保に関する法律｢HIPAA(Health Insurance 
Portability and Accountability Act)」に準拠し、医療系ASP事業者に向
け高品質なバックボーンネットワークを提供しています。

紛争鉱物 （Conflict Minerals） 問題への取り組み
アライドテレシスは、調達活動における社会的責任を果たすため、お取引先
様と連携し、サプライチェーンの透明性を確保するとともに紛争鉱物の不使
用に向けた取り組みを推進してまいります。

HIPAA

紛争鉱物

■アライドテレシスホールディングス株式会社
ネットワーク機器/ソリューションの企画・開発から製造・販売を行う企業グループを世
界各国で展開しています。これらグループ会社の戦略決定および管理・統括機能に特
化した純粋持株会社です。

■アライドテレシスキャピタルジャパン株式会社
ネットワーク機器、周辺機器、その他情報機器などを中心としたリースおよびファイナ
ンスサービスを提供しています。
■株式会社アライドテレシス総合研究所
ITコンサルティングやITサービスの提供、ネットワーク機器・コンピューターソフトウェアの開発、
労働者派遣事業などを通して総合的なITソリューションおよびサービスを提供しています。

■アライドテレシス株式会社
日本国内におけるネットワーク機器/ソリューションの企画・販売、サポート・サービスの提供を
行っています。国内トップクラスのシェアを誇るスイッチ製品群のほか、ルーター・無線LAN製品
などを、国内全域に広がる販売網を通じて、あらゆる業種のお客様にお届けしています。

■Allied Telesis Inc.
最先端のテクノロジーが集結するシリコンバレーから、カナダ、アラスカを含む北米、中南米
およびヨーロッパ全域における当社グループの営業・サービス拠点の管理・統括を行ってい
ます。

IT に関わる人達を支える
経済基盤を整え、持続可能な経済成長には、強
靭なネットワークインフラが重要です。アライ
ドテレシスでは、ネットワークの導入から管理・
運用までワンストップで解決するサービスを展
開しており、業務の効率化によるワークライフ
バランスを実現可能としています。人間らしい
生活を送ることが当たり前の社会を、常に最新
の技術で支え続けます。

社会の変化を IT で支える
世界中の人びとが健康で生き生きと過ごせ、地
域差のない学びの環境が整うまちづくりに向
け、アライドテレシスは様々なソリューション
やサービスを用意しています。安心してずっと
住み続けることが可能な街に向け、病院、学校、
自治体などあらゆる市場において情報インフラ
強化を支援し、IT 技術を活用して社会の持続的
発展につなげる挑戦を行っています。

次世代と未来に繋げる
製品の開発・製造において、有害化学物質や
CO2の放出による、人の健康や環境への悪影
響を最小化し、環境に配慮した取り組みを実施
しています。次の世代、またその次の世代がよ
り良い地球環境で過ごせるよう、豊かな自然を
残すために、グリーン調達活動や省エネ法の達
成製品、eco friendly （エコ・フレンドリー製
品）など、環境保全活動にも力を入れています。
採用・人材育成方針としては、男女差のない採
用・人材育成により従業員のジェンダー平等を
達成し、誰もが働きやすい環境づくりで持続可
能な事業形態に向けて取り組んでいます。

アライドテレシスグループが「今」できること
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●CentreCOM、SwitchBlade、Secure EnterpriseSDN、AMFramework、AMFPlus、VCStack、EPSRing、LoopGuard、AlliedView、AT-Vista Manager、AT-VA、AT-AWC、AT-UWC、
Allied Telesis Unified Wireless Controller、EtherGRID、Envigilant、Net.Service/ネット・ドット・サービス、Net.Cover、 Net.Monitor、 Net.Assist、アライド光、Net.CyberSecurity、
ネットドットキャンパスは、アライドテレシスホールディングス（株）の登録商標です。●その他記載の会社名、製品名は各社の商標および登録商標です。●記載の製品仕様および外観、
標準価格および、その他情報は都合により予告なく変更する場合があります。●掲載されている写真は印刷の関係上、本来の色と多少異なる場合があります。●記載事項は2023年4月
現在の内容です。●掲載内容を許可なく使用、複製、複写、改変、加工、転載等することを禁じます。

植物油インクを使用しています。
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